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二
〇
一
二
年
に
野
田
内
閣
が
強
行
し
た
尖
閣
「
国
有
化
」
事
件
以

降
、「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
不
毛
な
対
立
」「
冷
静
な
対
応
を
」
と

い
っ
た
見
方
が
日
本
で
は
主
流
と
な
っ
て
久
し
い
。
問
題
の
構
造
や

因
果
関
係
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
な
い
ま
ま
、「
日
本

も
中
国
も
悪
い
」
と
で
も
言
い
た
げ
な
価
値
相
対
主
義
的
言
説
が
論

壇
は
お
ろ
か
、
ア
カ
デ
ミ
ー
ま
で
覆
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、「
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
類
を
一
途
に
批
判
す
る
立
場
を
歴
史
家
ま
で
が

少
な
か
ら
ず
選
択
し
て
い
る
。
た
だ
そ
れ
は
、
超
国
家
主
義
的
国
家

権
力
が
国
民
一
人
ひ
と
り
に
塗
炭
の
苦
し
み
を
味
わ
わ
せ
た
経
験
に

起
因
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
日
本
知
識
人
の
良
心
を
表
現
し
て
は

い
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
国
家
権
力
に
「
市
民
」
や
「
民

間
」
を
対
置
さ
せ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
圏
外
│
│
そ
れ
が
現
実

に
あ
る
か
ど
う
か
は
別
の
問
題
と
し
て
│
│
に
自
己
を
定
位
す
れ
ば

事
足
り
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
つ
て
「
侵
し
た
／
犯
し
た
」
側
に
お

い
て
現
在
有
効
に
働
く
論
理
が
、「
侵
さ
れ
た
／
犯
さ
れ
た
」
側
に

も
有
効
で
あ
る
と
期
待
す
る
こ
と
は
、
脱
歴
史
化
し
た
観
点
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
の
か
。

　「
中
国
」
に
対
し
て
「
日
本
」
と
同
様
で
あ
る
こ
と
を
期
待
す
る

こ
と
は
、
立
場
の
左
右
を
問
わ
ず
、
近
現
代
日
本
精
神
史
を
貫
い
て

き
た
問
題
系
で
も
あ
る
。
ア
ジ
ア
主
義
、
大
陸
浪
人
、
文
革
礼
賛
な

ど
、
自
己
の
内
に
あ
る
「
中
国
」
を
現
実
の
中
国
に
期
待
す
る
向
き

は
常
に
存
在
し
た
。
だ
が
、
ひ
と
た
び
「
期
待
」
が
挫
折
す
れ
ば
、

「
後
れ
た
存
在
」
と
し
て
侮
蔑
を
行
う
。
こ
れ
が
日
本
人
の
中
国
観

を
貫
い
て
い
る
こ
と
は
、
天
安
門
事
件
後
の
一
部
日
本
知
識
人
に
よ
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る
中
国
共
産
党
批
判
に
も
露
骨
に
反
映
し
て
い

る
。
そ
れ
は
「
台
湾
は
親
日
」
の
言
説
も
同
様

で
あ
る
。
一
九
八
九
年
天
安
門
事
件
の
後
、
九

〇
年
代
に
台
湾
に
出
現
し
た
「
民
主
化
」
の
動

き
は
、
大
陸
中
国
へ
の
失
望
感
に
喘
ぐ
日
本
の

研
究
者
に
は
眩
し
く
映
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
こ

の
時
期
に
研
究
対
象
を
大
陸
か
ら
台
湾
に
シ
フ

ト
さ
せ
る
研
究
者
が
続
出
し
た
。

　
な
る
ほ
ど
、
日
本
で
は
一
般
に
、
台
湾
の
民

主
化
運
動
と
い
う
と
、
九
〇
年
代
以
降
に
行
わ

れ
た
政
治
制
度
面
で
の
「
台
湾
化
」
を
指
す
場

合
が
多
い
。
そ
れ
は
、
悪
名
高
き
戒
厳
令
を
失

効
さ
せ
る
運
動
で
も
あ
っ
た
と
い
う
点
で
確
か

に
「
民
主
化
」
の
性
格
を
具
備
し
て
い
た
が
、

そ
の
一
方
で
、「
民
主
」
が
本
来
企
図
す
べ
き

全
民
的
解
放
に
注
力
す
る
以
上
に
む
し
ろ
、
国

民
党
体
制
を
「
中
国
」
と
し
て
他
者
化
す
る
一

種
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
起
動
さ

せ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
、
九
〇
年
代
中
盤
の

台
湾
海
峡
ミ
サ
イ
ル
危
機
も
あ
っ
て
、
台
湾
に

お
け
る
「
中
国
」
と
は
当
時
、
中
国
国
民
党
か

ら
中
国
共
産
党
の
イ
メ
ー
ジ
へ
と
横
滑
り
し
て

い
た
。
結
果
と
し
て
、
本
来
的
に
公
平
・
公
正

を
第
一
義
と
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
概
念
は
、

「
非
民
主
的
な
中
国
と
は
違
う
我
々
」
と
い
う

自
己
認
識
を
も
台
湾
人
に
も
た
ら
し
、
以
後
、

「
民
主
化
」
と
「
台
湾
化
」
が
代
替
可
能
な
概
念

と
し
て
機
能
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
現
代
の
日
本
知
識
人
に
と
り
、
台
湾
へ
の
評

価
は
、
大
陸
中
国
へ
の
評
価
の
反
比
例
関
係
に

あ
る
従
属
関
数
で
し
か
な
い
の
は
、
そ
れ
以
後

の
二
〇
年
ほ
ど
の
流
れ
を
見
れ
ば
歴
然
と
し
て

い
る
。
革
命
中
国
に
憧
憬
が
抱
か
れ
て
い
た
時

代
に
反
動
の
象
徴
で
あ
っ
た
「
台
湾
」
は
天

安
門
事
件
後
に
な
る
と
、「
民
主
化
」「
人
権
」

「
親
日
」
の
象
徴
と
し
て
消
費
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
ま
ま
今
に
至
っ
て
い
る
。「
民
主

化
」
と
「
人
権
」
の
社
会
な
の
に
若
者
が
国
会

突
入
を
決
行
す
る
こ
と
自
体
、
純
真
無
垢
な
台

湾
想
像
の
空
想
性
を
物
語
っ
て
い
る
は
ず
な
の

に
、
大
陸
中
国
と
り
わ
け
中
国
共
産
党
に
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
持
た
れ
る
現
在
の
情
況

下
で
は
、「
国
会
突
入
」
そ
れ
自
体
が
「
や
は

り
台
湾
は
民
主
的
」
と
評
価
さ
れ
て
し
ま
う
。

そ
の
背
後
に
あ
る
の
も
や
は
り
、「
非
民
主
的

な
の
が
大
陸
中
国
」
と
い
う
そ
の
一
点
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
本
書
で
最
も
強
調
さ
れ
て
い
る
の

は
、
国
民
党
権
威
主
義
体
制
へ
の
反
抗
が
「
非

中
国
化
」
を
直
接
の
動
機
と
は
し
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
書
の
日
本
語
版
の

出
版
は
、
台
湾
評
価
が
大
陸
中
国
評
価
の
ネ
ガ

に
す
ぎ
ぬ
日
本
の
中
国
論
の
問
題
を
指
摘
し
て

い
る
点
で
大
変
重
要
で
あ
る
。
以
下
内
容
に
つ

い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

　﹇
日
本
語
版
序
文
﹈
台
湾
一
九
七
〇
年
代
学

生
運
動
の
時
代
的
意
義

　
序
幕
　
青
春
は
返
ら
ず
と
言
え
ど
、
記
憶
を

灰
に
帰
せ
し
め
ず

　
第
一
章
　
前
夜

　
第
二
章
　
１
９
６
８
│
│
南
一
中
と
建
中
の

出
会
い

　
第
三
章
　
不
穏
な
空
気
│
│
最
後
の
大
学
論

壇

　
第
四
章
　
キ
ャ
ン
パ
ス
の
冬
開
け
│
│
保
衛

釣
魚
台
運
動

　
第
五
章
　
烽
火
の
不
如
帰
城
│
│
台
大
民
主

抗
争

　
第
六
章
　
も
う
一
つ
の
活
路
│
│
左
翼
の
思

想
資
源

　
第
七
章
　
こ
の
土
地
こ
の
民
│
│
左
翼
の
も

う
一
つ
の
闘
い
の
場
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第
八
章
　
身
近
の
出
来
事
│
│
民
族
主
義
論

戦
の
始
ま
り

　
第
九
章
　
黒
い
潮
流
の
噴
出
│
│
歴
史
の
伏

線
と
そ
の
奇
妙
さ

　
第
十
章
　
嵐
の
到
来
│
│
国
家
機
構
が
動
い

た
日

　
第
十
一
章
　
周
辺
部
の
闘
争
│
│
女
性
主
義

の
誕
生
の
声

　
第
十
二
章
　
エ
ピ
ロ
ー
グ

　
本
書
で
は
、
台
湾
随
一
の
名
門
大
学
で
あ
る

台
湾
大
学
に
お
け
る
一
九
七
〇
年
前
後
の
学
生

運
動
の
様
子
が
、
著
者
鄭
鴻
生
氏
の
自
伝
的
な

ス
タ
イ
ル
で
描
か
れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ

ば
、
台
湾
の
民
主
化
要
求
と
は
、
殷
海
光
ら
台

湾
大
学
哲
学
系
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
象
徴
と
す

る
戦
後
台
湾
の
批
判
精
神
に
遡
り
う
る
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
権
威
主
義
体
制
打
破
の
同
義
語

で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
目
的
に
お
い
て

求
め
ら
れ
た
「
西
洋
化
」「
現
代
化
」
へ
の
希

求
は
、「
あ
た
か
も
五
・
四
運
動
の
歴
史
を
台
湾

に
お
い
て
再
演
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、

戦
後
生
ま
れ
の
台
湾
青
年
に
重
要
な
中
国
現
代

化
の
た
め
の
補
習
授
業
を
し
た
」（
二
三
頁
）。

台
湾
の
学
術
史
を
日
本
時
代
か
ら
の
連
続
性
の

中
で
捉
え
よ
う
と
す
る
近
年
の
風
潮
に
対
す
る

違
和
感
と
、
問
題
認
識
や
学
問
的
姿
勢
に
対
す

る
科
学
的
批
判
精
神
つ
ま
り
五
四
精
神
の
強
い

影
響
は
著
者
の
み
な
ら
ず
、
人
類
学
者
呉
燕
和

氏
も
自
伝
の
中
で
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し

て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
異
同
を
超
え
て
同
時
代

経
験
者
が
共
有
し
う
る
感
覚
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
ア
カ
デ
ミ
ー
を
西
洋
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
領
域

に
組
み
込
む
こ
と
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
問
題
に

つ
い
て
無
自
覚
で
あ
っ
た
点
は
著
者
も
認
め
て

い
る
が
（
六
九
頁
）、
当
時
の
課
題
は
「
中
華
」

を
看
板
と
す
る
権
威
主
義
的
守
旧
勢
力
と
の
対

峙
に
あ
り
、「
西
洋
」
と
は
方
法
で
あ
っ
た
の
だ

か
ら
、
こ
れ
を
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
俎
上
で

批
判
す
る
だ
け
で
は
戦
後
台
湾
精
神
史
に
向
か

い
合
っ
て
い
る
と
は
い
え
ま
い
。
ま
し
て
や
、

対
岸
の
大
陸
中
国
で
展
開
さ
れ
て
い
た
文
革
に

対
し
て
台
北
当
局
が
台
湾
で
採
っ
た
政
策
が

「
中
華
文
化
復
興
運
動
」（
四
三
頁
）で
あ
っ
た
の

だ
。
こ
の
時
点
で
は
「
中
華
」
へ
の
反
抗
の
拠

点
と
は
「
西
洋
」「
現
代
」
で
あ
っ
て
、「
中
国
」

を
「
台
湾
」
に
対
置
さ
せ
る
こ
と
は
発
想
す
ら

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
同
時
代
の
台

湾
の
言
論
に
は
反
共
と
い
う
前
提
条
件
が
存
在

し
て
お
り
、「
民
主
」「
科
学
」「
現
代
化
」
と
い

う
普
遍
の
世
界
観
が
「
階
級
」
へ
と
公
然
と
展

開
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
反
逆
は
あ

く
ま
で
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
批
判
精
神
、
つ
ま
り

「
基
本
的
に
は
「
自
由
主
義
」
と
「
個
性
解
放
」

の
モ
ー
ド
か
ら
の
発
言
と
な
」っ
た（
八
五
頁
）。

　
そ
う
し
た
閉
塞
状
況
を
打
破
し
た
の
が
尖
閣

問
題
で
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
八
月
に
日
本
の

愛
知
揆
一
外
相
が
国
会
の
委
員
会
答
弁
で
尖
閣

の
日
本
帰
属
を
明
言
し
た
こ
と
が
発
端
と
な

り
、
台
湾
島
内
各
紙
が
一
斉
に
猛
反
発
、
以
後

年
末
に
至
る
ま
で
、
島
内
の
地
方
政
府
が
次
々

に
領
有
決
議
を
採
択
し
て
い
く
。
同
年
九
月
に

は
米
国
務
省
報
道
官
が
、
尖
閣
に
対
す
る
日
本

の
「
潜
在
的
主
権
」
を
承
認
す
る
発
言
を
行
っ

た
の
を
う
け
、
一
一
月
に
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学

で
華
人
留
学
生
が
「
保
衛
釣
魚
台
行
動
委
員

会
」
を
結
成
（「
釣
魚
台
」
は
台
湾
で
尖
閣
諸

島
を
指
す
）、
米
国
内
で
華
人
留
学
生
の
抗
議

デ
モ
が
急
速
に
盛
り
上
が
っ
て
い
く
。

　
一
方
の
台
北
当
局
に
つ
い
て
だ
が
、「
長
年

に
渡
っ
て
日
米
両
国
と
「
反
共
同
盟
」
を
組
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
彼
ら
の
保
護
に
あ
る
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国
府
政
府
は
態
度
を
明
確
に
で
き
ず
」（
八
九

頁
）、
火
消
し
の
た
め
に
日
韓
両
国
政
府
と
の

間
に
「
海
洋
開
発
研
究
連
合
委
員
会
」
を
急
ぎ

組
織
し
、
尖
閣
問
題
の
棚
上
げ
と
共
同
開
発
を

決
め
て
し
ま
う
。
当
時
の
華
人
社
会
で
は
、
大

日
本
帝
国
が
一
九
三
七
年
以
降
尖
閣
を
台
湾
宜

蘭
県
所
轄
に
さ
せ
た
（
行
政
区
画
上
の
）
事
実

を
根
拠
に
、
沖
縄
「
返
還
」
に
伴
う
日
本
政
府

の
尖
閣
関
連
権
益
の
要
求
は
、（
台
湾
領
有
を

放
棄
す
る
以
上
）
領
土
不
拡
張
を
謳
っ
た
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
と
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に

違
反
す
る
帝
国
主
義
的
行
動
と
し
て
理
解
さ
れ

て
い
た
。
し
か
も
、
日
本
の
敗
戦
処
理
を
め
ぐ

り
、
台
北
政
府
と
ア
メ
リ
カ
政
府
と
の
間
で

は
、
沖
縄
を
二
度
と
日
本
の
支
配
下
に
置
か
な

い
こ
と
と
引
き
換
え
に
、「
中
華
民
国
」
は
沖
縄

領
有
の
潜
在
的
希
望
を
外
交
上
は
表
示
せ
ず
、

米
軍
に
よ
る
沖
縄
で
の
軍
政
を
支
持
す
る
こ
と

を
「
暗
黙
の
了
解
」
と
し
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
日
本
の
尖
閣
諸
島
領
有
は
台
湾
島
内
は
お

ろ
か
、
海
外
華
人
社
会
全
体
に
お
い
て
も
立
場

の
左
右
を
問
わ
ず
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
問
題
と

な
り
、
こ
こ
に
反
帝
愛
国
の
運
動
を
台
湾
島
内

で
展
開
で
き
る
条
件
が
整
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
一
九
七
一
年
一
月
、
在
米
華
人
留
学
生
は
国

連
本
部
前
で
デ
モ
を
行
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、

ワ
シ
ン
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
な
ど
で
続
々
と
大
規
模
な
抗
議
デ
モ
を

展
開
す
る
。
右
派
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
み
に
と

ど
ま
ら
ぬ
空
前
の
規
模
に
発
展
し
え
た
の
は
、

反
抑
圧
の
国
際
連
帯
行
動
と
し
て
運
動
が
理
解

さ
れ
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
た
（
九
二
頁
）。

に
も
か
か
わ
ら
ず
米
国
政
府
は
一
九
七
一
年
四

月
に
沖
縄
「
返
還
」
の
範
囲
に
尖
閣
が
含
ま
れ

る
と
明
言
、
そ
れ
に
対
し
て
華
人
留
学
生
や
華

人
系
住
民
が
同
月
一
〇
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
大

規
模
抗
議
デ
モ
を
開
催
、
そ
れ
が
飛
び
火
す
る

形
で
一
二
日
に
は
と
う
と
う
台
湾
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
内
で
華
人
団
体
が
保
釣
（
保
衛
釣
魚
台
）

の
壁
新
聞
を
公
然
と
貼
り
出
し
、
さ
ら
に
翌
一

三
日
に
は
台
大
一
般
学
生
の
サ
ー
ク
ル
「
大
学

論
壇
社
」
が
「
中
国
の
土
地
は
征
服
さ
れ
て

も
、
切
り
分
け
て
は
な
ら
ぬ
　
中
国
の
人
民
は

殺
戮
さ
れ
て
も
、
頭
を
垂
れ
て
は
な
ら
ぬ
」

（
九
五
頁
）
と
書
い
た
大
型
垂
れ
幕
を
校
門
付

近
に
掲
げ
、
台
湾
の
保
釣
運
動
が
高
揚
期
に
入

る
。
翌
一
四
日
と
一
五
日
に
は
つ
い
に
校
門
を

出
て
日
米
各
国
大
使
館
に
抗
議
デ
モ
を
展
開
、

同
月
二
〇
日
に
は
「
台
大
保
衛
釣
魚
台
委
員

会
」
が
発
足
、
六
月
一
七
日
の
日
米
各
国
大
使

館
へ
の
抗
議
デ
モ
に
至
り
最
高
潮
に
達
す
る
。

　
保
釣
運
動
の
活
発
化
に
よ
っ
て
動
揺
し
た
国

民
党
権
威
主
義
体
制
は
さ
ら
に
、
同
年
七
月
の

ニ
ク
ソ
ン
電
撃
訪
中
、
一
〇
月
の
国
連
代
表
権

喪
失
に
伴
い
、「
中
国
を
代
表
す
る
唯
一
の
政

府
」
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
「
根
拠
」
を
も

失
っ
た
結
果
、
台
湾
島
内
で
の
社
会
統
合
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
と
し
て
も
機
能
不
全
に
陥
っ

て
い
く
（
一
〇
五
頁
）。
権
威
主
義
体
制
が
弛

緩
す
る
な
か
、
保
釣
運
動
に
よ
っ
て
可
能
と

な
っ
た
政
治
表
現
の
対
象
は
「
保
釣
」
と
い
う

個
別
の
問
題
か
ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
民
主
化
へ
と

展
開
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
民
主

化
の
流
れ
は
た
だ
ち
に
、
学
外
で
の
社
会
参
与

の
要
求
、
ひ
い
て
は
「
大
陸
反
攻
」
の
そ
の
日

ま
で
凍
結
さ
れ
た
ま
ま
の
中
央
民
意
代
表
（
国

会
議
員
）
の
全
面
改
選
実
施
を
求
め
て
い
く
に

至
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
台
北
政
府
が
「
中
国
を

代
表
す
る
唯
一
の
政
府
」
と
し
て
の
正
統
性
を

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
も
失
っ
た
以
上
、
必
然

的
な
結
果
で
も
あ
っ
た
。

　
一
九
七
二
年
に
は
五
月
に
沖
縄
「
返
還
」
が
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日
米
間
で
行
わ
れ
る
。
保
釣
運
動
は
か
つ
て
の

盛
り
上
が
り
を
失
っ
て
い
た
が
、
前
段
で
述
べ

た
よ
う
に
論
点
は
す
で
に
民
主
化
要
求
の
問
題

に
転
化
し
て
お
り
、「
こ
の
ま
る
一
年
の
活
動

で
は
っ
き
り
し
た
の
は
、
反
対
派
学
生
の
主
た

る
要
求
と
は
学
生
の
民
主
的
権
利
を
勝
ち
取
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が

問
題
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の

時
、
統
一
か
独
立
か
の
争
い
は
全
く
存
在
し
て

い
な
か
っ
た
」（
一
二
〇

－

一
二
一
頁
）。「
民

主
」
と
は
あ
く
ま
で
（
五
四
に
連
な
る
）
近
代

批
判
精
神
か
ら
生
ま
れ
る
人
間
の
尊
厳
を
守
る

希
求
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
に
つ
い
て
も
、
徹
底
し
た
反
共
教

育
の
中
で
叩
き
こ
ま
れ
た
「
全
世
界
自
由
民
主

の
指
導
者
、
繁
栄
し
た
米
国
が
ベ
ト
ナ
ム
人
民

を
「
共
産
暴
政
」
か
ら
救
う
」
と
い
う
認
識
を

疑
い
う
る
左
派
的
な
思
考
が
台
湾
内
部
で
も
生

ま
れ
え
た
。
そ
し
て
、「
保
釣
」
と
は
、
反
帝

と
第
三
世
界
民
族
解
放
の
問
題
が
自
己
の
問
題

と
し
て
認
識
す
る
に
至
る
入
り
口
な
の
で
あ
っ

た
。
著
者
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
冷
戦
構
造
と
し
て
、
米
国
政

府
の
背
後
に
あ
る
軍
産
複
合
体
と
し
て
の
資

本
主
義
政
商
体
制
、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
帝
国

主
義
へ
の
反
抗
の
闘
い
、
米
国
政
府
の
ベ
ト

ナ
ム
へ
の
介
入
の
実
際
の
本
質
と
い
う
も
の

│
│
そ
れ
ら
が
す
べ
て
ひ
と
繋
が
り
の
も
の

と
し
て
見
え
始
め
た
。
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
の
は
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
。
米
国
は
先
進

国
と
し
て
の
民
主
自
由
を
有
し
て
い
た
と
し

て
も
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
示
し
て
い
る
の
は

勇
敢
な
ベ
ト
ナ
ム
人
民
に
よ
る
米
国
覇
権
の

エ
ゴ
イ
ズ
ム
へ
の
反
抗
で
あ
り
、
そ
れ
は
第

三
世
界
後
進
国
家
が
求
め
る
民
族
解
放
、
そ

し
て
帝
国
主
義
の
桎
梏
を
脱
す
る
た
め
の
闘

い
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
我
々
が
発

見
し
た
こ
の
よ
う
な
立
場
と
、
我
々
が
参
加

し
た
保
釣
運
動
の
立
場
は
基
本
的
に
同
一
線

に
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。（
一
三
九
頁
）

　
当
時
、「
米
国
の
世
界
的
覇
権
を
ど
う
見
る

か
」
は
民
主
化
勢
力
内
部
で
も
意
見
の
相
違
が

あ
り
、
そ
れ
は
「
今
に
到
っ
て
も
台
湾
政
治
の

最
大
の
心
理
的
機
制
と
な
っ
て
い
る
」（
一
九

八
頁
）。
著
者
に
よ
れ
ば
、
学
内
最
大
メ
デ
ィ

ア
た
る
「
大
学
新
聞
社
」
は
世
界
的
反
逆
潮
流

の
影
響
下
に
な
く
、「
親
米
反
中
勢
力
の
、
台

大
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
初
期
形
成
」
の
段
階
に

あ
っ
て
、
保
釣
運
動
に
も
参
加
せ
ず
、
運
動

勃
発
当
初
の
社
説
に
お
い
て
も
、「
冷
静
な
思

考
、
理
知
的
な
行
動
」
を
促
す
「
す
こ
ぶ
る
保

守
的
」
な
論
陣
を
張
っ
て
い
た
（
一
九
八

－

一

九
九
頁
）。「
冷
静
」「
理
知
」
と
い
う
言
葉
こ

そ
、
二
〇
一
二
年
尖
閣
「
国
有
化
」
事
件
の
と

き
に
、
日
本
の
文
化
人
／
知
識
人
が
多
用
し
た

言
葉
で
あ
っ
た
の
は
何
と
も
示
唆
的
で
あ
る
。

共
通
し
て
い
る
の
は
脱
歴
史
的
か
つ
脱
倫
理
的

な
、
結
果
に
お
け
る
表
面
上
の
非
暴
力
性
へ
の

重
視
で
は
な
い
の
か
。

　
む
ろ
ん
、
評
者
は
暴
力
を
積
極
的
に
肯
定
し

た
い
と
論
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
グ
ロ
ー
バ

ル
資
本
主
義
に
内
在
す
る
「
結
果
責
任
」
の
論

理
が
、「
冷
静
」「
理
知
」
一
辺
倒
の
主
張
の
中

に
忍
び
込
み
か
ね
な
い
言
説
構
成
上
の
構
造
的

問
題
に
も
う
少
し
自
覚
的
に
な
る
必
要
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
。「
暴
力
が
あ
る
か

な
い
か
」
と
い
う
現
象
面
の
み
で
の
「
事
実
」

を
争
う
こ
と
は
、「
非
暴
力
」
で
さ
え
あ
れ
ば

無
条
件
に
良
し
と
す
る
脱
歴
史
的
な
顛
倒
を
犯

す
リ
ス
ク
を
背
負
う
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
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本
書
に
お
け
る
著
者
の
議
論
は
こ
う
し
た
「
結

果
責
任
」
の
観
念
的
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
コ
レ
ク

ト
ネ
ス
を
踏
襲
せ
ず
に
、
保
釣
と
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
の
性
格
を
統
合
す
る
反
帝
の
原
則
に
お
い
て

具
体
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

工
業
化
に
よ
る
農
村
の
荒
廃
に
直
面
し
た
著
者

は
、
抽
象
理
論
に
よ
っ
て
問
題
に
向
き
あ
う
ス

タ
イ
ル
で
は
な
く
、
逆
に
荒
廃
し
た
農
村
（
＝

被
抑
圧
的
存
在
）
と
い
う
土
着
の
中
に
根
を
下

ろ
そ
う
と
す
る
ス
タ
イ
ル
を
選
択
し
て
い
っ

た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
「
民
間
へ
」
な
る
精
神
に
よ
っ

て
、「
蒙
昧
無
知
な
盲
目
的
排
外
」（
二
〇
六

頁
）
の
運
動
と
従
来
解
釈
さ
れ
て
き
た
義
和
団

運
動
を
も
再
評
価
の
俎
上
に
上
る
こ
と
と
な
っ

た
。
自
己
の
世
界
観
に
対
す
る
こ
う
し
た
再
検

討
は
、
当
然
自
己
批
判
の
精
神
を
も
た
ら
し
て

い
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
九
七
二
年
末
に
行
わ
れ

た
中
央
民
意
代
表
補
充
選
挙
に
立
候
補
し
た
康

寧
祥
が
閩
南
語
（
い
わ
ゆ
る
台
湾
語
）
で
行
っ

た
以
下
の
演
説
に
も
現
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
皆
さ
ん
、
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
大
学
は
も
と
も
と
、
台
北
帝
国
大
学
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
、
日
本
帝

国
主
義
が
台
湾
の
人
民
を
搾
取
し
、
ま
た
東

南
ア
ジ
ア
を
侵
略
す
る
た
め
に
建
て
た
大
学

だ
っ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、
統
治
者
と
侵
略

者
に
服
務
す
る
大
学
だ
っ
た
の
で
す
。（
一

六
八
頁
）

保
釣
運
動
に
端
を
発
す
る
反
逆
の
流
れ
の
一
つ

が
、
わ
ず
か
二
年
前
に
は
自
陣
営
に
お
い
て
疑

う
者
も
い
な
か
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
民
主
化
の
正

当
性
を
も
批
判
的
に
眺
め
る
に
至
っ
て
い
る
の

は
非
常
に
興
味
深
い
。
こ
う
し
た
左
派
の
民
族

主
義
は
、
反
米
・
反
国
際
資
本
主
義
と
い
う
文

脈
に
あ
る
以
上
、「
反
共
か
否
か
」
と
い
う
権

威
主
義
体
制
の
漢
／
賊
二
分
法
と
は
絶
対
に
相

容
れ
ず
（
二
〇
四
頁
）、
ま
し
て
中
国
／
台
湾

の
二
分
法
を
最
重
視
す
る
よ
う
な
問
題
関
心
を

持
た
な
い
。
し
か
し
、
台
北
政
府
は
自
ら
の
政

権
基
盤
の
安
定
の
た
め
に
終
始
二
分
法
を
取
り

続
け
て
き
た
の
で
あ
り
、
当
初
は
そ
れ
が
「
大

陸
反
攻
」
に
代
表
さ
れ
る
漢
／
賊
二
分
法
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
自
ら
の
代
表
性
が
危
機
に
陥

る
や
、「
生
活
様
式
に
お
け
る
対
峙
関
係
と
、

思
想
形
態
と
が
対
抗
す
る
二
つ
の
世
界
」
に
両

岸
関
係
を
設
定
す
る
こ
と
を
通
し
て
他
者
化
し

た
大
陸
に
「
中
国
」
と
い
う
記
号
を
背
負
わ
せ

た
。「
台
湾
」
を
い
わ
ば
脱
中
国
化
の
方
向
に

機
能
さ
せ
る
こ
と
で
代
表
性
喪
失
の
穴
を
埋
め

て
い
っ
た
結
果
と
し
て
、「「
中
国
」
を
受
け
入

れ
る
な
ら
ば
「
台
湾
」
を
愛
し
て
い
な
い
」

（
二
一
三
頁
）
と
い
う
、「
中
国
人
」
と
「
台
湾

人
」
と
を
二
項
対
立
に
置
く
認
識
が
初
め
て

は
っ
き
り
と
出
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
両
者

の
差
異
と
し
て
挿
入
さ
れ
た
の
が
中
国
共
産
党

で
あ
り
、
従
来
の
反
共
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
あ
る

意
味
換
骨
奪
胎
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
「
台
湾
本

土
化
」
に
接
ぎ
木
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
観
念
的
な
概
念
操
作
に
よ
る
、「
台
湾
」
に

対
す
る
「
中
国
」
の
他
者
化
に
つ
い
て
著
者
は

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
右
派
の
抽
象
的
な
「
台
湾
意
識
論
」
と
「
本

土
論
」
は
今
に
到
っ
て
台
湾
の
主
流
言
説
と

な
っ
て
お
り
、「
愛
」
と
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
」
と
「
台
湾
」
の
三
つ
の
記
号
を
組
み

合
わ
せ
、「
台
湾
を
愛
し
て
い
る
の
か
」、
あ

る
い
は
「
台
湾
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ァ
イ
す

る
の
か
し
な
い
の
か
」
と
い
っ
た
抽
象
命
題
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か
ら
、
個
々
人
の
「
政
治
的
正
し
さ
」
を
求

め
よ
う
と
す
る
。（
二
一
九
頁
）

　
一
般
に
民
族
主
義
は
右
派
あ
る
い
は
保
守
派

と
さ
れ
る
勢
力
か
ら
提
示
さ
れ
や
す
い
の
だ

が
、
以
上
の
よ
う
な
文
脈
の
た
め
に
民
族
主
義

の
テ
ー
マ
は
む
し
ろ
左
派
が
先
に
掲
げ
る
こ
と

と
な
っ
た
。「
台
湾
意
識
」
論
者
は
「
む
し
ろ

米
国
を
頼
り
と
し
、
そ
の
「
自
由
民
主
」
か

ら
党
国
権
威
体
制
に
挑
戦
し
よ
う
」（
二
二
四

頁
）
と
し
た
た
め
に
反
帝
民
族
主
義
へ
の
回
路

を
持
た
な
か
っ
た
。
台
北
政
府
は
以
後
、
左
派

的
な
民
族
主
義
を
次
々
と
切
断
し
て
い
き
、
や

が
て
一
九
七
二
年
一
〇
月
に
台
大
哲
学
系
教
員

に
対
し
て
行
わ
れ
た
パ
ー
ジ
（
台
大
哲
学
系
事

件
）
と
い
う
結
末
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
著
者
か
ら
す
れ
ば
、「
国
民

党
本
土
化
」
路
線
へ
の
伏
線
を
敷
い
た
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。

　
権
威
主
義
体
制
が
選
ん
だ
自
己
断
絶
は
政
権

の
正
統
性
再
構
築
の
要
請
の
中
で
行
わ
れ
て
き

た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
中
国
の
現
代

革
命
の
伝
承
に
対
す
る
断
絶
で
あ
り
、
さ
ら
に

辛
亥
革
命
か
ら
五
・
四
運
動
ま
で
の
中
国
の
現

代
化
過
程
に
お
い
て
揺
り
動
か
さ
れ
て
き
た
革

命
意
識
に
対
し
て
の
断
絶
」
を
も
意
味
し
た

（
二
七
八
頁
）。
著
者
は
「
中
国
」
意
識
と
「
台

湾
」
意
識
が
同
質
な
も
の
と
考
え
て
い
な
い
。

前
者
は
東
ア
ジ
ア
近
現
代
史
に
お
け
る
自
己
変

革
の
動
力
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
狭
義
の
エ
ス

ニ
ッ
ク
意
識
に
囚
わ
れ
た
自
己
規
定
と
は
異
な

る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
本
書
に
対
す
る
評
者
の
印
象
や
読
み

を
交
え
な
が
ら
簡
単
に
内
容
を
紹
介
し
て
き

た
。
全
体
を
通
し
て
驚
い
た
の
は
、
同
時
代
の

日
本
に
お
け
る
全
共
闘
運
動
の
展
開
と
の
著
し

い
類
似
性
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
を
典

型
と
し
た
反
帝
国
主
義
運
動
の
深
化
の
中
で
、

運
動
主
体
自
体
に
も
内
在
す
る
抑
圧
性
が
批
判

さ
れ
て
い
く
本
書
の
展
開
に
触
れ
た
日
本
の
読

者
は
、
否
が
応
に
も
華
青
闘
告
発
な
ど
を
思
い

出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
両
者
に
は
、
人
間
の
尊
厳
を
守
る
た
め
に

立
脚
し
た
「
現
代
」「
西
洋
」
の
観
点
に
潜
む

エ
ス
ノ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
的
傾
向
が
、
第
三
世
界

民
族
解
放
論
の
立
場
か
ら
批
判
さ
れ
た
、
と
い

う
共
通
点
が
存
在
し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
台
湾
で
は
、
こ
う
し
た
左
派
民
族

主
義
が
最
終
的
に
は
弾
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た

め
、
残
さ
れ
た
反
体
制
勢
力
は
「
親
米
反
中
」

の
傾
向
が
色
濃
い
「
台
湾
意
識
」
派
と
な
っ

た
。
台
湾
の
「
本
土
化
」
は
、
左
派
の
「
反

米
」
の
芽
を
「
草
む
し
り
」
し
た
後
に
行
わ

れ
た
限
り
に
お
い
て
、「
中
国
」
の
他
者
化
と

「
台
湾
」
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
立
ち
上
げ
を
迂
回

す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ

え
に
こ
そ
、
台
湾
と
日
本
で
は
そ
の
後
、「
非

中
国
」
の
記
号
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
「
親
日
」

と
「
親
台
」
の
単
純
化
し
た
言
説
が
流
布
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。「
二
・
二
八
事
件
」
や
「
白

色
テ
ロ
」、「
台
湾
海
峡
ミ
サ
イ
ル
危
機
」
な
ど

の
事
件
史
に
お
け
る
因
果
関
係
の
み
で
こ
う
し

た
言
説
を
説
明
す
る
行
為
が
、
戦
後
史
に
お
い

て
事
後
的
に
構
築
さ
れ
て
き
た
歴
史
的
複
合
物

な
の
で
あ
る
こ
と
に
本
書
は
気
づ
か
せ
て
く
れ

る
。
ま
た
、
尖
閣
問
題
を
外
交
問
題
と
し
て
の

み
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
ど
こ
ま
で
問
題
を
思

想
的
に
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と

い
う
問
題
認
識
に
対
す
る
一
つ
の
応
答
も
本
書

は
十
分
に
行
っ
て
い
る
。
非
常
に
広
範
囲
に
及

ぶ
意
義
を
有
す
る
本
書
に
触
れ
る
読
者
が
一
人

で
も
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。


